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企画展「妖怪・幻獣づくし」の開催について 

 

企画展「妖怪・幻獣づくし」の開催について､ 別紙のとおり報告します｡ 

 

 

令和８年６月４日 

 

 

鳥取県教育委員会教育長  足 羽 英 樹 



企画展「妖怪・幻獣づくし」の開催について 

 

令和８年６月４日 

博 物 館 

キャラクター化され人気を博する妖怪。時に痕跡が残され実在の動物に近い存在である幻

獣。それらから日本人と自然とのかかわりの歴史を明らかにする企画展を実施します。 

１ 会 期  令和８年７月４日（土）から８月３０日（日）まで（５８日間） 

〔休館日：７月６日（月）・３日（月）・２１日（火）・２７日（月）、 

８月３日（月）・１７日（月）・２４日（月）〕 

 

２ 会 場  鳥取県立博物館 第１･第２特別展示室 

 

３ 主 催  づくし展実行委員会 (鳥取県立博物館､日本海テレビジョン放送株式会社)、

読売新聞社 

 

４ 観覧料  一般１，０００円（前売･団体･８００円） 

（７０歳以上、大学生以下､学校教育活動での引率者､障がいのある方･難病患

者の方･要介護者等及びその介護者は無料) 

 

５ 関連事業 

○７月４日（土）午前１０時、午後２時 

特別ギャラリートーク 香川雅信（兵庫県立歴史博物館学芸課長） 

  ○８月９日（日）午後２時 

 特別講演会「日本の幻獣」湯本豪一（日本妖怪博物館三次もののけミュージアム

名誉館長） 

 

＜概要＞ 

超人的な存在として畏れられた妖怪。現代ではＵＭＡ（未確認動物）と呼ばれることもあ

る超常的な生物とされる「幻獣」。絵巻など絵画資料、人魚・河童・雷獣ミイラなど妖怪・幻

獣の遺物から日本人と自然とのかかわりの歴史を明らかにする企画展を実施します。 

 

＜主な見どころ＞ 

第Ⅰ部 妖怪の自然史 

古代から江戸時代に至る妖怪観の変遷を、自然とのかかわりの中でたどる。 

     Ⅰ－１ ヤマタノオロチからツチノコへ／Ⅰ－２ 狐と天狗／Ⅰ－３ 怪鳥たちの夜 

     Ⅰ－４ 妖怪になった生き物たち／Ⅰ－５ 河童／Ⅰ－６ 変容する自然観と妖怪 

第Ⅱ部 幻獣見聞録 

実在と非在のあいだを揺れ動く幻の生き物「幻獣」を絵画、ミイラなどで紹介。 

     Ⅱ－１ 怪遺物たち／Ⅱ－２ 予言獣／Ⅱ－３ 幻獣出現の記録 

第Ⅲ部 柳田國男から水木しげるへ―現代妖怪文化の源流― 

日本民俗学の父とされる妖怪を研究した柳田國男、妖怪たちに姿かたちを与え、キ

ャラクターとして広く浸透させた漫画家の水木しげる。現代の妖怪観を作り上げた二

人の功績について紹介。 






